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4．更年期〜閉経期の健康管理

1）不定愁訴へ の 対応

日産婦誌59巻 2 号

鹿 児 島大 学 教 授 堂 地 勉

　不定愁訴 とは ， 漠然 とした 変化 しやす い 身体的

愁訴が主体で ，これに見合 う器質的疾患の 裏づ け

が捉 えに くい 主観的な訴えを い う．訴えと して は，

「か らだがだ る い 」，「疲れやすい 」，「足が 重い 」，

「動悸がす る」，「息が きれる」，「肩が こる」な ど多

種多様 で ある．中高年になる と加齢に伴う身体 ・

精神機能の 低下がみ られ るが ，女性 にお い て はエ

ス トロ ゲ ン （E）の急激な低下の ため，男性 に比べ

さまざまな症状がみ られやす くなる．更年期 に こ

れ らの 不定愁訴が現れ た場合に それ を
一

般に 更年

期障害とい う．更年期障害は，主に E の急激 な低

下 に伴 う血管運動神経症状以 外に も精神神経症

状 運動器痙状 など多彩な症状 を示す．

　1）血管運動神経 ・自律神経症状 ： の ぼ せ
，

ほ て

り，冷え性 ， 動悸 ，
め まい ，などが ある．

　これ ら の症状 は
，
E の低下 と関連する と い わ れ，

ホ ル モ ン 補充療法（HRT ）によ り症状は改善す る．

　2）精神神経症状 ：頭痛，頭重，気 分不安定，憂

うつ ，逆 ヒ感，などが ある．

　更年期 における心理 ・社会 ・環境的因子が発症

に 関連す る．また ， E の 低下をは じめとする 内分泌

系の変動は中枢神経系に も影響を及ぼ し
，

そ の 結

果，さまざまな精神神経症状が出現する もの と考

え られて い る．

　3）運動器症状 ；肩こ り，腰痛な どが ある．

　不定愁訴の 診断に は他科疾患 の 除外が必要で あ

る．詳細 な問診や心理 テ ス トを利用 し，精神疾患

（うつ 病 など）や 自律神経失調症な どとの 鑑別が 重

要である．治療で は，HRT ，漢方療法，対症療法，

心理療法 （カ ウ ン セ リ ン グ）を症状 に応 じて上手

に使うこ とが 重要で ある，

2）骨粗鬆症

大阪医科大学教授 大 道 正 英

　女性の 平均寿命が 85歳を超 え，中
・高年女性 の

QOL の 維持 ・向上 の ため に は 閉経後 に生 じや す

い 種々 の 疾患 の 管理が 重要 で あ る ．骨粗鬆症の

8〜9割 を閉経後骨粗 鬆症が 占め ，65歳以上 で は実

に約 3割の 女性が骨粗鬆症 を呈して い る．骨粗鬆

症に なる と骨折発生率は高 くなるが，骨折患者数

で は骨減少症を呈す る方の 占め る割合が多い ため

骨減少症 の 方が 多 く，骨減少症 の 時期か ら治療 が

必要である と言 われて い る，閉経後骨粗鬆症 とは，

閉経時に骨代謝が高回転に な り骨吸収が骨形成を

上 回 り著 しい 骨量 減少 を きたすの が そ の 病態で あ

る の で，そ の 治療は骨吸収抑制剤で ある エ ス トロ

ゲ ン，選択的エ ス トロ ゲ ン受容体調節薬 （selective

estrogen 　receptor 　modulator ；SERM ），ビ ス フ ォ

ス フ ォ ネー ト系製剤が 主に なる，これ ら骨吸収抑

制剤の 選択の 仕方は，骨密度 ・骨代謝 マ
ーカーの

絶対値お よび推移が参考 に なる．さらに，閉経後

は癌，心 ・血管疾患が生 じやす い の で，それ ら疾

患へ の 影響を考慮する必要が ある．また，骨吸収

抑制剤は い つ まで投与すべ きか の コ ン セ ンサス は

ない ．自験例も含め，up 　to　dateな成績 を紹介 し，

骨吸収抑制剤の 選択の 仕方お よ び推奨され る投与

期問を考察する ．
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